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基準不適合発生箇所 

エアバックのインフレータ（膨張装置）およびシートベルトプリテンショナーにおいて、製造管理が不適切なため、 

点火剤が設計通り調合されていないものがある。そのため、衝突時にエアバックの展開およびシートベルトの弛み

を巻き取ることができず、乗員が過度の傷害を負うおそれがある。 

 

改善措置の内容 

車両により不具合のあるエアバッグおよびシートベルトの位置が異なるため、車両によって以下の改善措置を

行う。 

①運転者席のエアバッグユニットを良品と交換する。 

②左右もしくはどちらか片側のプリテンショナー内蔵シートベルトを良品と交換する。 

 

識別：キャンペーンステッカーに「69P4、日付（西暦・月・日の順）、ワークショップスタンプ」を記入し、スペアタイヤ収納部左

側面に貼りつける。 

 

 

 

 

 

 

 

は交換する部品を示す  

①運転席エアバッグユニット 
②プリテンショナー内臓シートベルト 


